
 

令和２年 12 月 24 日 

第六管区海上保安本部 

総 務 部 総 務 課 

 
令和２年 第六管区海上保安本部10大ニュース発表！ 

～今年1年を振り返って～ 

 

 
 第六管区海上保安本部では、この１年間に起きた海上保安庁に関係する管内の出来事の

中から、管内職員へアンケートを取り、10大ニュースを選出しましたので、別添のとおり

発表します。 

 

・本10大ニュースを広く知って頂くことで、より一層、海上保安業務に対するご理解をい

ただき、海上保安思想の普及・啓発に繋げることを目的としています。 

・後日、当本部のホームページ上でも公表します。 

・別添に掲載している画像データの提供をご希望される報道機関がおられましたら、上記

お問い合わせ先までご連絡ください。 

問い合わせ先 

 第六管区海上保安本部総務部 

総務課 広報連携室長 桐谷(きりたに) 

    TEL：082-251-5111(内線 2111) 



第六管区管内で一年間にあった海上保安をめぐる出来事の中から、第六管区の職員が１０大ニュースを選出しました。

修学旅行中の小学生らを乗せた
旅客船が沈没、全員を救助

玉野管内で公務員による犯罪が
立て続けに発生！

六管区初！（海保初！？）
広報用オリジナルマスク作製

帰還不能者６名をヘリで
吊上げ救助

ＳＴＯＰ！！ナマコ密漁
～厳罰化される密漁対策を視野に～

11月19日午後4時40分ころ、香川県坂出市与島沖で修学旅
行中の小学生52人を含む62人を乗せた旅客船が浸水し、沈没し
た。現場は潮流が速く日没を過ぎた厳しい条件下で、巡視艇や地
元漁船、付近通航船舶や近隣企業など官民が一致協力し救助に当
たり、62人全員を救助した。
全国トップニュースに取り上げられ

たほか、国土交通大臣が高松海上保安部
を訪れ激励し、海難現場を視察した。

新型コロナウイルス感染を疑い
適切に事案に対応

大島大橋への衝突事故回避

昨今、暴力団が介入する事案が多く密漁が社会問題となってい
るため、第六管区海上保安本部は、五・七管区と合同で、広島県
福山市・香川県小豆島橘地区及び愛媛県松山市三津地区の悪質ナ
マコ密漁クループへの取締りを敢行し、１月から６月までの間で
暴力団幹部を含む27名を通常逮捕、３３名を検挙した。
12月に罰金額が最高３千万円となる

違法採捕事案対策や「漁獲証明」の法制
化を目指す水産庁や関係機関などと連携
して、今後も管内の悪質密漁対策を強力
に推し進めて行く。

新型コロナウイルス感染が拡大する中、管内事務所では、感染
防護衣等の着脱をはじめ、罹患者の
搬送や除染など各種訓練等を行い、
実働に備えた。
３月に徳山管内で発生した外国船

員の搬送事案を皮切りに、発熱等の
類似症状の搬送事案では、防護具を
装着して対応した。

9月11日午前１時30分頃、来島海峡海上交通センターの運用
管制官が、山口県の大島大橋を通過しようとしている大型の外国
船を認知し、無線電話で船の高さを確認したところ、マストが大
島大橋の高さを超えていることが判明した。直ちに注意喚起を実
施したところ、同船は反転し、大島大橋
との衝突が回避された。
なお、海上交通センターでは、平成30

年に発生した大島大橋への貨物船の衝突
事故を受けて、AISを活用した衝突事故
対策を実施している。

坂出港にイルカちゃんがきたー

しらすうなぎ密漁事件
予てから早春の頃に管内河川河口部でしらすうなぎ密漁が横行

していたことから、4月26日、六本部刑事課、岡山県水産課、玉
野海上保安部の合同で密漁の取締りを実施した。監視中の午前2
時過ぎ頃、男女2名がしらすうなぎを採捕
しているのを現認、採捕を終えて車両に
戻ったところを急襲し現行犯逮捕した。
さらに被疑者両名の居宅の捜索中、車庫

内で違法に採捕した1,500匹以上のしらす
うなぎを発見、違法所持についても所要の
捜査を実施し全容解明した。

新型コロナウイルス感染拡大により、マスクの着用が必須とな
った世の中の変化に併せ、高松海上
保安部はオリジナルマスク（海上保
安協会香川支部広報用グッズ）を作
製した。学生募集活動として高校生
に配布したところ大変好評であり、
withコロナの広報用グッズとして
活躍してくれることが期待される。

６月20日、玉野管内造船所でドック中の自衛艦の搭載ゴムボ
ートを現役自衛官3名が無検査無資格運航した事件、11月1日に
保安部からわずか150ｍの消防署に勤務
する消防士が無登録で遊漁船業を営んで
いた事件が発生した。
公務員による犯罪ということで地元メ

ディアにも取り上げられ、一般人を含む
問合わせが殺到し、市民の公務員不祥事
に対する関心の高さが伺えた。

巡視艇ことかぜが年始の小型船舶等への安全指導を実施すべ
く坂出港を出港してまもなく、イルカ約10頭が港内に迷い込ん
でいるのを発見。感動を市民に伝える
べく広報用として巡視艇ことかぜ乗組
員がイルカの回遊している動画、写真
を撮影しマスコミ各社に広報したとこ
ろ、NHKを含むニュース3社がテレビ
で放送、新聞社2社にも掲載があり、
大反響であった。

少年らによるプレジャーボート
窃盗事件

7月21日午前5時頃、所有者から「玉野市の玉野競輪場前に係
留していた小型船が盗まれた。」との118番通報があった。
通報を受けた玉野海上保安部は、捜査員を現場に急行させ、現

場にいた女1名、少年2名を通常逮捕する
とともに、鑑識捜査員の派遣を受け現場に
投入し、窃取されたプレジャーボート、付
近の防犯カメラ映像、少年らの携帯電話通
信記録等の証拠を収集したうえで全容解明
した。

8月9日、江田島市大黒神島の砂浜に小型船が風浪の影響を受
け乗揚げた。乗船していた2歳児を含む6名は、全員砂浜に上陸
していたが、当時風浪が強く巡視艇等が接
近し救助することは困難であった。現場は
無人島で、翌日は台風が接近し天候回復が
見込まれないことから、救助が遅れれば、
体力低下や二次災害の可能性が予想された
ため、直ちにヘリコプターと機動救難士を
出動させ、午後7時22分に、全員無事吊上
げ救助した。


